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3〕

に
っ
い
て
は「

九
州
地
方
の
.炭
鉱
労 ■;

;
:
';:'
'
.
:
'
'
働

市
'?
沐
誌
五
$

卷
：五
^
:
;

(

^

ハ
8

^

^
 

な 

来
、
福
岡
局
め.
"労
働
#

倩
調
查
"

处

；
リ

ー

ス

卜

が

バ

蹇

ロ

.
！-
?〕

、|
1

--
•■三〜

.，
一
.

：

ぺ
ご
ン
i

: r
-
-

-4
'
';
:
-
.

「

膨

岐

島

出

稼

労

働

事

撤

」

■■
,

ニ 

♦1

隠

岐

の

島

外

出

稼

の「

ぬ

？

と

「

員
日」

,:
'

6

岐
处
ら
'の
.ー
.-
1
出
歡
0:
;

沿
革
及
其
め
.原
因
|_
-
:、に
関
す
る
報
告〔

1
*
1

.の
記
述
.

.ば
左
：の
.ど
.お
0'
:

'で
：あ
を
。';
'
''
,'

「

大
正
初
期
の
确
業
帆
船
時
代.に
九
州
北
|

|

岸̂

に

漁

夫

：
又

は

沿

員

と

し
 

;

.

:x
、
:x
関

西̂

面

に

於

：
て
；
は

エ

場

労

働

者

：
と

1,
;;

て
少
数
：の
出
稼
者
を
出
し
た

に
過
ぎ
な
かつ

た
が
、：；
同
七
、：.八
年
0
.好
況
時
代
に
激
：增

を

見

た

の

で

あ

:

る
。
:. 

:

.

.

.

.

.

.

.

船

員

：
は

発

動

歡

_

0̂:
機
関
士
.乃
至
遠
洋
航
路\の
永
火
夫
が
多
数
を
占
め
、

J

 

±

場
労
働
者
：は
鉄
エ
：方
面
を
主
と
し
て
ゐ
る
？
尚
此
時
代
よ
り
女
子
の
進
出

.

一

M

醒
し
く
多
：^
.は
紡
織
女
エ
と-1
.
て
阪
神
方
面
に
労_
.を
謳
.歌
し
た
办
で
あ

.'
'.

る
”

'.
.
.
;:
' 

.

■
•
: 

.

.;
•■
;

其
の
後
久
し
き
に
：直
る
財
界.の
不
況
：に
も
拘
ら
ず
出
稼
者
遂
年
増
加
し
現 

:

在
^
>尚
こ
〃
の
状
態
を
続
げ

V

ゐ
る
。'
是
等
出
稼
の
経
路
；を
見
る
に
其
の
大
部 

■-
:
分

は

縁

故

関

係

：
で

あ

：
る

':
•°;
故

に

地

理

的

の

影

響

を

受

け

弋

島

前

と

畠

罾

は

自
 

:;
'
ら
嚷
つ
た
方
面
に
出
稼.者
を
妝
し
て
ゐ
る
。
' :

ヌ
出
稼
地
に
於
て
も
部
分
的
に 

V

廣
_

す
る
镇
向
が
あ
る
。
即
ち*.
則
は
農
耕
地
少
な
く
漁
夫
の
多
い
関
係
上

： 

:

船
^

>

&
る
#

が
多
く
、
良
後
は
最
近
遵
村
：子
第
：の
土
場
：労
働
者
と
な
る
者 

二
が
；僧

す

傾

向

が

.あ

る
。
;:
-
.
'
'

」

.

.

.
■

.

:

斯
く
'じ

て

年

々

：
歳
.々

規
住
人
0
:の
遍
減
を
見
、：
最
近
耙
於
ャ
ば
本
籍
人
ロ
：

■

■■

ょ
り
.I:

万
め
減
少
：を
来
し
^

ゐ
ぁ
。べ
卓
：の
太
0

移
,

の
原
因
は
各
«- 

,に

塞

べ

も©

と
：思

は

：れ
;2
)

.-
%

_

左

.の35
:
.
.項

を

举.げ

る

こ

,
と

が

出

來

名

0
.
い 

-
1

.天
然
資
源
が
乏
し
き
こ
と

-.
.
/

: 

2

.

.:
'
人
へ
ロ
の̂

然
増
加
ー:
,

;

.■

.

.

: ,
.:■
，〈

へ
':」

:
:

.
_ 

4

文
化
の
滲
1

に
依
.る

生

活

の

向

土
:.
,::
.
.
:
.
>
'
'
丨
 

'.
■
.
5
 

帰
郷
者
..の
刺
軟
、

：

•

.レ
';
;
:

 ̂

V
.
- 
.
 

、

一
.•…

…

：

…

丨

.へ

..

…

^

.

.

.

.

.

.

.

右
の
引
用
■で
注
意
す
.ベ
.き
^

^
繰
々
か
^

せ
，は.
.、.
.'
..隠
岐
.：
か.ら
の
.出
稼
が
後
:̂
.

の
他
.の
諸
島
と
違
0
ヤ
比
較
的
新
し
：が
と1>
ぅ
事
実
が
.巢
げ
ら
れ
.谷
;̂
し
だ
_
 

つ
て
、、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
出
稼
の
開
始
、
形
成
の

過

程

を

迪

る

こ

と

が

で 

ン

き
る
。
大
正
七
、

八
年
の
大
戦
景
肩
を
契
機
と
1.
:

て

始

；
ま

つ

：
た

本

土

^

の

出

稼
 

:

吹
、「

財
界
の
不
況
ゆ
も
拘̂

ず」
「

遂

竽

篇」

.畫

げ

、：

：

ど
c

「

i

故
：関 

係」

を
通
じ
て
、.
お
^

い
は
'
^

郷̂
者
め
ー
刺
鐵
お
免
勝
介
と
じ
て
、
.'
累
積
的
^
 

増
加
し
て
い
る
。
鳥
前
が
：ら
は
：

「

農

耕

地

少

な
.<
^

漁

夫
0:
多
い
関
係
上」

':
;
'
;船
具
. 

.

.

(

発
勤
機
船
機
閲
士
、
遠
洋
航
路
の
水
火
夫

)

と
な
る
も
の
が
多
く
、
，鳥
後
か
ら 

は
：.「

農
村
子
弟
の
エ
廣
労
働
者

」

>
:

(

男

子

鉄

エ

；
場

、
：
女

事

紡

織

エ

：
場

>
:ど
.帑 

,
の
.が
增
す
傾
向
に
ぁ
：る:0
.
;出

身
-̂
0-
-

^

"
,自
然
的
务
件
め
規
货
オ
か
既
存
の
也
業
形
態
办
影
1
|
が
、:
出
稼
贫
働
の
_

種
^
 

.
制
約
し
て
い
今
ノ
碟
た
；4

刖
'料
;̂
:办
.紙
翁
|
3
舊

$
<
庇

齋

觀

1;

爆

船

時

：.ー
 

.

代」
「

九
州
北
部
沿
岸
に
漁
夫
又
は
船
員
と
し
て」

•

出
稼
し
た
<

習
慣
>
形
获
の 

■
結
果
で
ぁ
夂
：';
島
後
が
：.ら

：の
：
鉄

工

一

出

稼

は

同

晚

片

：
の
ー
：

「

関

西
%

面」

/

¥

■:
-

.

,

:

;

 

'
離

島

か

ら

の

出

觀

と

地

域

社

会

〔

へ
：の
：歡

歡

.：：

.八

r

数
の
.出
稼
者
〒
：め̂

習
慣
ゲ
形
成
：の
展
開
で
あ
る
。

V

女
子
の
紡
織
出
稼
が
去
わ.

:

ば
新
^

な

就

業

機

：舍

と

^

て
登
場
し
て
い
る
ソ
そ
れ
は
む
ろ
ん
女
エ
へ
の
労
働 

，
需
要
め
塯
天
に
相
応t

て
^

を
し
た
わ
げ
.だ
が
、
：.な
：お
わ
.れ
わ
れ
：は
：男

子

霖
 

为

の

出

稼

が

汝

汙

资

證

妁

出

譬

蓉

易̂
-

尨̂

と

譲

^
で
差
支
克
な
い
と 

#

え
る
。W

ち
.ろ
；Aj
M'
出
稼
.の
_

始
、
形
成
過
程
の
基
本
因It
、.「
天
然
資
源」 

の
相
対
的
i

性
、

V

そ
れ
と
少
な
'か
ら
一
ぬ「

人

ロ
0

自
然
增
加」

：：
で
あ
る
こ
と 

は
云
う
ま
で
も
な
い
。

ゾ
.
.
.
,
.

.

.
.
.

-
 

ニ 

• 
ニ

隠

岐

か

ら

の

島

外

出

稼

の

「

現
状」

:

.:
次
に
右
の
：よ
う
な
：展
開
過
程
を
.経

.
て

き

た

隠

岐

の

出

稼

が

「

現

在」

ハ
昭㈤
五 

0

年)

ゝ
.
に

おV
て
ど
う
な
つ
て
い
る
か1を
、_ 
.時
.の
.推
移
と
と
も
，に
、
ま
た.. 

自
然
の
構
成
に
即
し.て
、

ひ
と
わ
た
り
検
討
す
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
。
，：

(

報
告 

〔

1〕

.
に
よ
る)

ホ
昭
和
^

年
末
：に
於
砂
を
島
外
出
稼
の
，
■■
-
.現
状」

k

罢

別

'>
町
村
別
の
出
. 

慮
者
数
セ
見
れ
ば"
，̂'
1
;，1
(<
)
:
の
：̂;
;
お
り
で
本
る
。1;
-

|]
«
、
良
後
計
で
男
三
.、 

五
：'一
：五
名
、''
:
:女
ー
ー
：
ー

7

0
四
：四
名
、,男
女
計
六
、：.
五
五
九
名
が
出
稼
中
で
あ 

;人
_

^
对
す
る
比
、
^
'
ま
,0
'

出

稼

率

を

：
求

め

名

，
と

、

畀
ー
：
ー

0

>
三

％

、

女I
'-b
v 

-
1
%

束

な

る'0
:「

島

後

、
，
島

前
^
:
-
1
<
別
す
れ
ば
前
考
化
四
割
丄<
分
' 
後
者
は
五
. 

割

四

分

で

耕

地

：
の

少

な

.い
島
前
の
方
が
多
い:1
-
. 

(
r
1

四

頁
- 

村 

<島
前)

；
が
3

 
ー
-%
-
-を
.占
必
、
次
パ
ぃ
で
都
万«-
s

t

:

:ー
八
:̂
浦
郷
村
<
島 

前)
一
.

四
%

、
里
宋
村
'
:
»後)

1:
:
:
:
%で^

る
。
.'
1

'
:.
:

表
ュ
ゾ
^

⑷

に
-̂
ヴ
て
、
職
種
別
に
み
る
と
職
工
、

「

エ
女」

が
多
く
総
数
：の
_ 

1
5
:
%
:
、：：遞

、で
船
員
、_

業
-
七

％

、
商

業

ニ

ザ

ー

系

で

あ

「

其

他」

H

九

%

に
は
戸
内
使
用
人
、
.
雑
業
を
含
む
と
思
わ
れ
る
が
、
明
示
さ
れ
て
い
.な
い
。

.

.

.

. 

.

•

四

七
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四
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琛

m

n>

却!

in

外

等1

測

外

nitH

^m.
次
w n>

に
よ
れ
.ば

こ

こ

は

古

く

か

ら

の

出

稼

地

方

で

あ

る

し

、

ま
た
四
年
/-
ヰ
央
に
は 

. 

ー
>

0
四
八
名
の
出
稼
が
記
録
さ
れ
て
い
を
と
'こ

ろ

か

ら

推

：せ

ぼ
:'
：
昭

和

三

年
 

末

.の
数
字
は
著
し
く
過
少
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
.
と
す
れ
ば
、

さ
き 

の
島
前
'-
島
後
の
比
蜇
は
か
だ
ら
ザ
：し
^

;
当

厕

め
'ー
年
_

で
背
馳
ル
て
ぃ
.る 

と
は
断
定
し
：え
な
い
で
あ
ろ
：ぅ
。*;
.
:
_士
：の
^

,
が

：ー：、
0

D

O
名
余
^

あ
る
と■

'

す
れ
ば
と
の
比
率
は
,

し
、
ゼ
年
末
の
,

と
同
擀
：に
&:

る
か
も
し
れ
な
い
.

"か
.ら
.で
あ
る
。
' 

そ
..し
.
.て
一
一
一
年

〜

七
年
の
成
長
率
は
.や
や
純
化
す
る
.こ
と
.に
な
る 

だ
ろ
ぅ
。
'

.

'別
に
昭
鄭
一
一

年〜

六
年
の
ぼ
年
間
に
：お
け
る
小
学
校
卒
業
生
の
就
業
状
況 

が
-;
.
'
:職
種
別
、：
一
地
方
別
^

統
澍
さ
れ
て
い
：る
：(

報
告
.
：

〔： 1
〕
>
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ん
る
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ま
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表
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表 1 * 5 職業那戸数•人口 (隠岐, 海士村,昭和ぎ年末）：報 告 〔1 〕
— — — — ________________■____  - ：. • '______' —  . : 一..一 . . .  ...'...パ..

. ■ .... • 

業 : 態 別

•— ‘ ■

ノ ..: . ' ' . 数 人 O

大正6年 明和$ 年 壻減(A) 大正6 年 昭和8 年 増減(厶）

農 . V業 750 740 A 10 4,944 4,012 △ 932
. 水 産 業 218 110 A 108 1,477 673 A 804
士 業 及 び 鉱 業 51 18 •A 33 153 97 A 56
龠 寒 友 が 交 通 寒 63 37 A 26 265 ' 204 厶 61
公 務 及 び 自 由 業 Z I 20 A 7 59 .，リ'せ：' 121. 62
家 事 俺 用 人  

そ の 他 の 有 業 者

----: ■ — r - . '：— ' ...~ —

無 職 . 1 — A 1 6 ...._ _ A , 6
合 計 1,110 925 A 185 6,904 5,107. A 1,797
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近
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.
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。
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表 2 ,1 五鳥*ル本籍人口と現住人ロ

年 ， 度 本籍人口 現住人ロ そ の 差

大 正 8 年末 

大 正 13年末 

昭 相 5 年末 

昭和9 年 4 月

115.398 
124, 660 
136,757 
143,491*

110,587 
113,159 
114,138 
115,170

4,811 
11,501 
22,619 
28,321

* 五島の主要諸島は南松浦郡に属す。これは南松.
浦郡の数辛である。他に北方の北松浦郡，東方 

の西彼杵郡に属する諸島があ名。
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パ 表 2 * 3 五島県外出稼者調 (出稼先別）(昭和9 年中)
• ...... .. : ' ■ * . o '

M 男 '.女:.:.:::. 計 ::.'. 県 m
男 女 '.. 計

福 岡 488 309 797 互 .:.'::.., 川 52 11 63
大 .阪： 314 291 605 大 分 26 21 47
JSl :庫 ： 124 163 287 宵 ..:： .': 崎 : 30 13 43

京 115 66 181 朝 : 鮮 152 62 214
佐 賀 ■ 91 60 151 台 湾 174 52 226
神 A

爪 川 84 39 123 樺 72 20 92
熊 本 82 35 117 m m 州 110 •182 292
鹿 児 島 127 41. 168 満 . 州 32 48 80
京 都 88 P 115 興 他 221 128 349
山 ロ 78 43 121

.岡 .‘. 山 24 90 114 ■，- , ■ • :

滋 質 42 40 82 合 計 2,526 ,1 ,741 4,267

表 2* 4 五島県外出稼者調(職業別，堉松浦郡，昭和9 年中)

職 業 別
出 稼 者 W

主なる出稼先府煨 主 な る 出 身 地
男 女 計

戸 内  
使 用 人

178 349 527 肩岡，兵庫，大阪，朝鮮， 
満州 崎丨U，本山，富江

紡織製糸 189 289 478 大阪，岡山，佐賀 三井楽，岐宿, 大浜，崎 
山

炭 坑 夫 124 77 201 福岡，佐賀
福江，‘ 崎山，日島, 岐宿, 
三井楽，奈弯島

'樟聆製造 119 66 185 熊本，鹿児島，大阪，静
.岡 ..

福江，崎山，本丨i 丨，•大浜， 
三井楽，岐宿，久贺島

漁 業 212 く:'，'—: 212 北海道，朝鮮，山n 富江，玉之沛 -

造船工場 ' 45 48 兵庫，大阪 有)II

酒 造 60 ‘ 60 福 岡 ’ 大浜

仲仕労働 107 107 東京，祌奈川，大阪，兵 
庫，福岡 崎山，有川，福江，岐宿

其 他 1,492 957 2,449

合 計 .2,526 1,741 4,267
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序

务

な

も

べ

顏
 

へ
■

..
t
jも
日
福
日
雜
漱
佘
に
^

'#
1

す
^;
為
め
術
む
^^
石
ふ
状
1;
:

で
、
；2,
^
.
層
主
ぺ 

に
於
て
夫
れ
等
の
点
に
不
便
を
感
ず
る
と
云
ふ
こ
.と
で
あ

っ
た
が
、
最
近
で
は 

:

嘶
様
な
痛
咐
萍
らi

ぃ
：で
唐
る」

>
:
:五
島
の
：天
主
教
0
璐

救

性

：
は

；
?

_

具

# :
;

盼
«:
;
. 

容
及
別
と
し
て
>

.
'«
t
<̂
'

:A
の
：知
.る

巷
〕

^

で
.知

务

'-
:
鮮
の
叙)

述
が
ら 

が
そ
う
し
た
宗
教
的
共
同
体
を
離
れ
て
、
' 
一
般
社
会
ベ
順
応
す
る
プ
口
：セ
ス
：が 

ぶ

か

が

わ

れ
'^〈

し
が
.し
V
:共

同

体

の

、撒

帯

が

：
ど

の

程

度

3
3稼

を

緊

縛1>
:た
.：か

： 

は

、

あ

き

ら

か

で

は

な

い

。
.

.'
:
r 

* 

.
そ
の
.場
合
、::
:
:労
働
者
；の
#

出
稼
先
o:
就
業
条
件
は
悪
化
.ず
る
の
_

常
態
で
あ
. 

'

■

る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。'

:

:

'

“

*

*

漁
族
の
乱
獲
は
、
そ
の
へ
.

「

自
然
的」

，.減
耗
を
：も
た
ら
す
で
あ
6

う
。
そ
れ
が 

出
稼
の
増
加
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
多
.く
の
事
例
の
教
え
^ -

と
こ
.ろ
で
あ
^

 

*

s

-t
f

ろ
ん
、
徳
島
か
.ら
の
㈩

罾

と

い

：
う

点

で

'
ば
、.：
こ
の
よ
う
な
出
稼
者
の
.状 

'

態
も
重
視
^

な
く
て
は
な
ら
が
い
こ
と
で
あ
る
0

.
:

*

*

*

*

,他
の
：航
路
は
.い
ず
.れ
も
長
崎
県
本
土
.に
連
絡
す
る
。'
長
崎
へ
.
'の
出
稼
は
、
 

:
表
2

,

3

、
3

,

4

ヤ
は
：お
%'

て
^

あ
ら
わ
'れ
：て
い
な
い
。
-

三
‘

三

「

長

島

出

稼

労

働

事

情

」

長
島
の
調
査
結
果
は
、
五
島
と
遠
っ
て
原
報
告
で
'ニ
頁
.ほ
.ど
の
钣
ハ
も
の
で： 

あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
原
文
を
そ
0

ま
■ま
收
録
し
、

l

の
後
で
法
目
す
ベ
ぎ
事
実

を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
ょ
ぅ
。 

.

.

.

.

ー;
ー：-'
:
.:,
-
:^
長
鳥
は
^

児
島
県
出
ボ
#

に
属
ず
'^
^

0

:ー+'
.

5

(

草
;0
.
直
:<
'

::
*

に
位
1>
;

天
草
.の
影
響
が
.大

き

く

、

天

草

の

：
延

長

と

.
見

る

ベ

き

事
 

.

情
が
多
い
。
位
置
に
就
て
も
っ
と
委
し
く
云
へ
ば
肥
後
の
.葦
北
と
.薩
孽
；の
出 

一
ぺ
，：*

両
都
^

天

韋

下

爲

の

間

に

：在

-̂

の
が
；出
水
の
务
島
：で
、：,
比
.
の
：島

喚

；
の

状

態

： 

:

は
余
り
知
ら
れ
て
唐
^
な
い
が
リ
薩
摩
郡
か
甑
列
島
と
丼
に
比
較
的
炭
坑
夫 

,

-

の

出

稼

：が

多

ぐ

な

っ

ボ

居

0-
-

、..
.

農
漁
村
：と|

炭
山
■

一

K

ふ
：問
題
に
は
幾
多
の
材 

ハ
料
を
澳
供
す

?>
•
■
性
質
：を

持
'?

て
居
る
。.
此
の
E-

味

に

於

て

.、

昭

和

九

年

末

実
 

地
に
踏
査
し
爾
来
資
料
を
蒐
集
し
て
来
た
が
、
其
の
状
況
.を
摘
記
す
れ
ば
次 

の
相
く
で
あ
る
。

:「

長
島
：は
指
江
を
中
心
と
^

る

西

部

を

西

長

島

と

云

ひ

、

'.
.
廣

の

巣

を

中

心
 

.'
: 

:

>す

る

東

部

及

欽

唐

、
一
：
葛

輪

、

'

獅
子
島
を
合
わ
せ
て
東
長
島
と
云
ふ
。
長
島 

本
島
は
農
業
七
分
ぐ
漁
業
三
分
と
云
ふ
状
應
で
ぁ
る
ゾ
之
：に
附
属
す
る
前
記 

:

の
島
嶼
は
云
ふ
.迄
も
な
.く
漁
村
と
見
る
べ
き
.で
あ
る
。
長
島
本
島
の
産
業
事 

情
と
し
ヤ
は
吏
、
甘
藷
ぐ
.牛
、：：馬
マ
甘
藷
を
材
料
と
ず
る
焼
酎
、
養
蛋
及
水 

_

產
等
が
主
カ
る
も
.の
で
あ
る
が
、：
北
部
の
伊
唐
、.囊

、獅
子
島
.で
は
鍵
釣
り 

'〈

の
餌
鰯
が
捕
れ
る
こ
と
で
有
名
で
太
り
彳
^
較
的
値
は
高
価
で
相
当
の
産
額 

.

'

に
'i
;

;

が
、
：
其
の
利
益
は
餌
顔
；の
.仲
買
人
の
懐
に
の
み
入
づ
た
と
5

っ
て
も 

:.
.
.
過
言
；で
な
く
'
:
餌
嫋
仲
買
人
の
家
と
紡
績
、
人
絹
女
工
の
夢
集
人
の
家
の
み 

,

が
.,
'
:
大
き
く
家
を
構
え
■て

居

る

状

態

：
で

、

.

農
-̂

村

の

更

生

_を

念

と

す

る

者

に
 

と
り
て
異
様
の
衝
動
を
受
け
る
.こ
と
.を

.否

む

こ

，
と

は

出

来

な

い

の

で

あ

る

。

.

「

季
節
的
に
.農
閑
期
を
利
し
：炭
山
に
向
い
三
、
四
十
円
乃
至
：七
、
' 

八
十
円 

の
現
金
を
得
て
.帰
る
：と
云
ふ
部
類
の
者
も
相
当
：に
あ
る
。
，
之
等
は
炭
山
に
行

;

く
こ
と
を
夫
れ
程
秘
密
に
し
て
居
ら
な
.
い
。
：
炭
坑
.夫
の
供
給
地
と
し
.て
.の
特 

質
は
季
節
的
な
も
の
以
外
は
平
常
^

金
す
る
も

の
ば
少
な
く
、，
永
年
坑
内
労 

働

に

疲

れ

た

身

体

：を

以

：
て

.農
村
：に
帰
る
‘
が
、
，帰
る
；に
家
が
な
く
、
、耕
す
に
土 

地
が
な
い
と
云
：4

こ

と

：
：
に

よ

り

、

益

々

.
之

等
‘
の

帰

農

者

に

依

，づ

.
て
農
村
の
生
：
 

活
を
昔
し
く
す
る
と
云
ふ
問
題
が
あ
る
が
、
実
地
に
供
給
地
を
訪
れ
；て
見
：れ 

ば
農
村
に
：帰
る
者
は
萆
つ
：て
少
数
で
あ
：る
。
之
等
の
点
に
付
実
地
に
.父
兄
、
'
 

親
類
等
に
面
会
.し
聰
取
し
た
こ
と
も
少
な
ぐ
な
い
、が
、
之
等
は
余
り
長
く
な 

.

.

.る

.か
^

此
0
1
位
.に
止
め
て
お
く
。
：

.

.

.
'.
.

.

r「

北
部
に
关
草
ょ
り
移
住
：者
が
多
い
.
様
^

天

奪

^

比

し

入

；
ロ

土

他

に

余

_ 

'
'裕
が
あ
る
が
、
天
草
人
は
主
と
^

て

商

樂

に

従

亊

じ

で

唐

る

と

云

.ふ
状
態
で
ー 

.

.

.

.
•
ぁ

る

。

：；

年

間

全

島

：
の

出

稼

者

は

二

千

名

内

外

で

鹿

児

畜

県

と

3

て
は3

3̂

者
. 

の
極
く
多
い
：地
方
と
云
ふ
迄
に
ル
至
ら
な
，

い
が

、：：：：

此
の
出
稼
を
引
止
め
，る
丈 

の
産
業
上
の
特
色
：が
.島
内
に
な
.く
当
分
ば
此
の
程
度
の
数
は
移
動
す
る
で
あ 

ら
ぅ
と
思
は
.れ
る
。

..ノ

,「

熊
本
県
葦
北
郡
が
：ら
鹿
児
島
県
诎
水
郡
に
宜
0

て
.は
炭
坑
，に
出
稼
ぐ
考 

:

が
比
較
的
多
く
’

筑
豊
ァ
三
池
諸
炭
队
の
坑
夫
^

供
給
地
と
な
卩
て
晉
る
が
， 

:
_泚
.の
長
身
も
其
の
範
囲
に
.属
す
る
。'
之
は
大
芷
七
、
：八
年
の
好
況
1#
代
に
比 

へ
の
地
方
が
.ら
炭
杭
夫
を
募
集
し
た
.-

と
.に
原
因
^

て
皆
る
が
、；
其
の
'出
稼
か 

方
法
は
5&

ん
ど
全
部
が
、
：
炭
山
に
抒
X

/

A

J

Sふ
こ
.と

を

父

兄

：や

村

人

に

：告

げ

.

. 

"
V

出
る
者
は
な
ぐ
？
.ー
況
；や
村
役
場
办
：幹
旋
に
依
る
と
云
ふ
と
と
ば
な
い
。

ハ

「

当
時
炭
山
^

於
^

ほ
坑
夫
採
用
^

当
マ
て
持
籍
照
会
と
錄
ふ
と
ゼ
巧
 ̂

パ
般
に
珩
は
れ
て
居
る
が
”

之
抝
依
今
^

調
べ
^

見
ル
ば
^

ー

中

以^ -
の

炭

山

に'.
.

::

向

'つ 

'て
居
る
者
が
大
部
分
で
'-
>

:
ー'部

に

右

の

：
照

会

も

な

い

.小

規

模

の

審

業

：に

，

.

離

岛

か

ら

の

出

稼

と

地

域

社

会

へ

の

影

響
.

.

向
0

て
唐
石
も
.の
：
.%
:を
：る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
%
:
炭
山
に
向
ぅ
も
の 

。； 
'に
' 
就
て
は
出
る
時
：も
知
ら
ず
、
へ
行
先
も
判
ら
な
い
が
、
変
災
に
依
り
死
傷
f

 

.

の
事
故
が
：あ
_つ
：
た

瘍

合

：
に

於

：て

ほ

炭

山

よ

り

：町

役

場

に

電

報

を

発

じ

父

.兄

に 

;.
'■
通

知

す

，
る

の

ガ

I

日
通
：
で

あ

る

。

「

之

等

の

例

は

此

の

：
地

方

に

4

実

例

が

少

く

な
 

,

VV

。

，
此

：
の

時

に

於

於

.始

：め
<■
，:

村
の
：問
顧
と
：し
て
取
扱
は
れ
話
題
に
上
る
状 

態

で

：あ

：
る
、が

、

之

を

組

織

的

，
に
：
平

時

問

題

と

レ

て

取

扱

つ

て

實

'ひ
：
た
.
い

と

沄 

■
'
:
:ふ
：の
；が
，
：農
山
漁
村
の
出
稼
指
導
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
':
'

当

地

方

の

.
状

態

を
 

,

考
察
レ
て
如
実
に
其
.の
感
を
深
め
たQ

:

で
あ
：る

-0(

7-
\

七
~

八
.八
頁)

:
.
.島
内
.の
就
業
機
会
ば
農
業
.も
漁
業
に
限
ら
れ
る
が
、
.
農

産

物

は

麦

、
：
.甘

諸

が
 

,
主

；
で
:-

来
を
欠
き
、

顧
鰯
の
：収
益
は
仲
買
人
の
所
有
に
帰
す
る
。

「

出
稼
を
引 

止

め

；る

丈

の

產

業

上

6

特

色

；が.島

内

：
に

な
.い」

：
.た
め
、
：
周
囲
ニ o

里
余
の
長
島 

.
か
ち
の
出
稼
は
、
年
_
ー
、0

G
0

名

.̂

達
し
、
.
減
少
の
見
込
み
は
な
い
。
地
理
：
 

上
の
位
置
か
ら
し
そ
天
草
の
延
長
：で
あ
る
.か
ら
、:
島
外
出
稼
の
多
く
は
三
池
、
-, 

筑
豊
の：

炭
坑
へ
.
の
：季

節

的

出

稼

が

比

較

：的

多

く

、

か

れ

ら

は

「

炭

山

に

行

く

こ
. 

と
を
夫
れ
程
秘
密
に
1>
.
て
居
ら
な
い」

.。他
方
恒
久
的
に
坑
夬
と
し
て
離
村
す
る 

も
の
：：は
、-;「

炭
山
.に
行
<̂
:

と
：劳
ふ
>-
-

;£
:

>

1

父
兒
：や
村
人
に
告
げ
て
去
る
者
は
な 

ぐ」

..
:'

>ま
た
斡
旋
も
受
げ
ず
：；「

勇
敢
に
離
郷
す
る
興
が
あ
る
.
,
' 

X

七
六
頁)

。
：大
正 

.
>中
期
の
好
況
時
の
坑
夫
募
巢
.を

：契

機

に

、

'

炭
坑
出
稼
ゆ
至
極
普
通
の
^
^
^
^

て
習
慣
化
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
改
め
て
そ
れ
を
'「

秘
密」

に
す
る
必
要
も
な
か
つ
. 

た
と
、•
推
察
さ
れ
る
。
か
れ
ら
の
^

ち

「

中
以
下
の
炭
山
に
向
.0

て
罟
る
者
が
' 

大
部
分
^

''
'.
'「

な

か

：
に

は

戸

籍

脤

会

す

ら

な

：：い
：

：

「

小

規

模.の

事

業

に

向0
て
居 

ン
る
も
の
も
女
る
：
 ̂

:

「

季
節
^;

稼
者
を
0

ぞ
け
ば
，
：m'
稼
者
め
帰
島
ば
少
数
.で
、.：
. 

よ
し
ん
ば
帰
島
し
て
も
耕
地
、
漁
獲
の
不
足
は
か
れ
ら
を
！$
離
村
：.へ
と
追
い
.や
：

.
 

六

三

(

六
三)



っ
て
し
ま
ぅ
。

こ
.の
事
例
は
い
っ
た
ん
形
成
さ
れ
た《

出
稼
習
慣〉〉

の
根
強
い 

存
在
と
そ
れ
を
支
え
る
'「

経
済
的」

条
件
の
役
割
を
示
七
て
い
る
。
そ
れ
と
と 

も
に
、
坑
夫
出
稼
が
む
し
ろ
公
然
、
自
明
の
》
と
と
し
て
、
.
島
内
の
共
同
体
内 

に
あ
り
え
た
社
会
.心
理
的
基
盤
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

' 

.

な
お
、
島
内
の
商
業
は
天
草
人
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
女 

H

出
稼
が
坑
夫
出
稼
と
な
ら
ん
で
か
な
り
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
推
察
さ 

れ
る
。

こ
の
報
告
は
し
か
し
な
が
ら
、「

I

漁
村
と
炭
山
と
云
ふ
問
題
に」

「

幾 

多
の
材
料
を
提
供
す
る」

と
の
観
点
に
立
0

も
の
で
あ
る
た
め
、

こ
の
辺
叙
述 

が
乏
し
く
、
明
確
で
な
い
。

-

，
四、む
す
び

:
離

島

か

ー

ら

の

出

稼

と

1,
:

て
：
：隠
岐
な
ら
び
ゼ
五
.島
と
_長

島

.0

事
例
調
查
ぞ
要
. 

約
し
て
紹
介
し
た
。
前
者
.(

隠
岐)

.

は
第

1
:

次

大

戦

：後

、

'
急
速
.に

：入
開
発〉

さ 

.

れ
だ
給
頫
で
あ
る
。
、
京
阪
神
エ
漱
地
帯
#

主

：
と

す

る

隠

岐

が

ら

、
の
：
出

稼

は

、
：
：
大

, 

正
初
年
が
ぢ
昭
和
-'
0

年
隶
で
：0
間
に
激
じ
い
：1

:

で
お
：''
'
>
-
>な
わ
れ
、
：島
内
.の 

労

働

力

：
の

相

渴

钇

も

た

ら

：
し

だ

。
'■'
そ

し

て

島

内

共

同

体

の

生

活

様

式

に

強

い

衝
 

擊

を

及

ぼ

し

た

：：こ

と

'̂

確

が
办
ら
れ
だ
:0

贩
方
後
者
，(

五
島
と
長
暴
;̂
、
*
 

く
.か
ら
出
稼
地
：と
し
セ
開
柘
が
お
如
っ
.
て
：
い

た

典

型

で

あ

る

：が

"

こ

な
.で
：
は
年
ぐ 

々
0
.
出

稼

者

数'は

大

正

が

ら

昭

和

に

、
か

け

：
て

、

.ぽ

..ぼ

贫

定

的

で

あ

ぃ

づ

た

と

藤

わ 

れ

る

。.％

内

居

住

人0

は

五

島

：で

こ

：
の
一
：
五

年

間

ほ

^

一
定
で
あ
っ
.
た
。'
，員
畠
，
 

.
の
炭
坑3

3

稼
は
、
M

蚨
同
様
に
大
正
の
好
況
期
に
.お
け
3

地
遞
開
拓
祀
端
を
発
：：
 

し
て
’い
る
が
、
隠
岐
と
は
.ぢ
：が
ら
.て
古
く
が
ら
の
出
稼
地
で
あ
る
た
め
'-
0

 

の
共
同
社
会
1に
激
し
.
ぃ
変
化
を
及
ぼ
し
"
た
>
:
は
考
£'

ら
れ
な
ぃ
"

他
方
、
.'
,
.五
.鳥

：

ノ 

• 

六
四
.

(

六
四)

-

の
夫
主
教
徒
の
.出
稼
者
は
一
.般
社
会
に
順
応
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
，
 

.

-K

る
が
、.
：が
れ
ち
が
.tt
}
'
#:
:

共

同

体

：
の

宗

教

的

紐

帯

に

ど

の

.
よ
5:
な

変

化

を

与

え
 

/'
.
;た

：
が

：
は

，

あ

ま

.り

は
0

-#
^

1>
'な

い
;0
:
長

島

の

亊

例

が

ら

帰

村

者

は

ほ

と

ん

ど
 

;

な
い
の
#

::

：天
主
.軚
徒
の
場
合
出
稼
者
の
影
響
は
ま
ず
な
か
っ
た
と
考
え
て
い 

.

.
い。

む
し
ろ
隣
接
異
教
徒
共
同
体
と
.の
関
速
こ
そ
問
わ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

地
元
の
就
業
機
会
は
一
般
に
欠
乏
し
て
，い
る
た
め
、
遠
隔
地
へ
：の
出
稼
が
習 

:'
.慣

化

す

る

わ

け

だ

が

：、

五

島

島

内

：に
；
お

け

る

藤

漁

出

稼

；
は

比

較

的

豊

^

;
な
m
•
方 

就
業
機
会
で
'あ
る
。
.ひ
と
'た
び
||

漁
が
凶
作
と
，な
れ
ば
、，
か
れ
ら
は
遠
洋
漁
業 

を
德
島
0.

出
漁
民
に
.押

え

ら

れ

：て
：
い

る

允

め

、

.
他
の
職
を
求
.め
て
出
稼
す
.る
。
 

そ
の
'
よ
う
な
事
例
：は
、
_

岐
；の
船
貫
出
稼
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
'ま
た
長 

島
の
炭
坑
出
稼
■も
そ；の

.；：1

.
例
と
み
な
し
て
差
支
え
.あ

る
ま
'
い

。

五

島

の

棒

^

製
 

,
造

出

稼

：は

、

:.
.
島
内
伝
来
の
技
術
の
活
用
と
.い
う
点
で
、ノ
一 

種
の
，《

職
業
相
続》

で
.あ
*る
が
、
.
こ
れ
は
ま
た
鳥
内
で
楠
を
多
く
産
出
し
た
と
い
.う
天
然
資
源
の
蓄 

積

状

態

：
に

帰

因
^'
'

て

い

；
る

。
：
；
総

じ

；
て

.天

然

資

源

：
の
.
多

篡

が

就

業

機

会

の

良

否

に
 

'大

き

べ

影

響

决

；

-.
そ

め

結

果

迪

稼

：に

.：決

矩

的

な

影

響

を

及

ぼ

：
ナ

と

去

え

る

。
：
離
 

..
;
島
に
あ
っ
て
は
こ
の

関
速
が
、
.と
く
に
漁
業
.資
源
を
め
ぐ
ら
：
て
明
瞭
に
う
か
が 

わ
れ
る
。-
，島
外
.か
.ら
の
；.：労
働
^

要
.が
殺
到
す
る
■と
.、.
.■'.
.
.
出
稼
がV

お
.と
.な
わ
れ
、
急

. 

.速

.に
谭
慣
化
す
.る
。
'
:島

内

：
の

她

域

社

会

；
に

絃

れ
ゼ
も
、"
出
蔚
の
習
慣
化
と
>
\
1
.も
：に
^

^

#

:
の
帰
島
は
稀
-̂

な
.の
_で
、
そ
う
し 

た

変

化

ほ

終

媳

じ

、
；
，
長

期

：に

及

ぶ

緩

慢

な

変

化

が

進

疔

す

る

::
°

島
内
の
，零
細
農 

業
、
.：
，..漁

業

が

こ

ヶ

し

：

た

安

定

化

作

用

め

に

な

い

手

と

：
な

る

。

「

離

島

，の

振

興

」

 

、は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
島
内
資
源
の
：開
発
；に
向
け
，ら
れ
て
い
る
？
こ
こ
に
検
討 

し
た
各
島
は
過
去
に
牧
畜
の
経
験
を
も
っ
て
ぃ
る
が
、
ヾ
今
日
そ
の
再
開
務
は
可
;

能
だ
ろ
ぅ
か
。
；
い
っ
た
ん
形
成
さ
れ
た《

出
稼
習
慣》

と

《

募
集
地
盤》

.は
根 

強
い
。
乏
し
い
資
源
の
;《

苒
開
発》

が
可
能
と
な
る
，た
め
に
は
、
す
く
な
く
と 

も
そ
'れ
が
他
出
出
稼
.を
食
い
止
め
る
に
た
る
ほ
.：ど
魅
カ
的
で
な
け
れ
ば
な
る
ま 

い
。
と
く
に
再
開
発
完
了
後
よ
り
も
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
そ
ぅ
で
な
く
て
は 

な

ら
-̂

い
の
で
あ
る
。

(「

労
働
事
情
調
査J

.

襍
玫
そ
の
ニ
V

離
島
か
ら
の
出
稼
と
地
域
社
会
へ
.の
影
.


